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旧
峰
山
町
内
に
は
５
基
の
屋
台
が

あ
り
、
２
区
に
は
「
春
日
山
」
と
い

う
山
屋
台
が
あ
り
ま
す
。
金
刀
比
羅

神
社
秋
の
祭
礼
に
各
町
か
ら
出
さ

れ
、
奉
納
巡
行
で
は
一
列
に
な
り
見

ご
た
え
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

曳
き
手
や
囃
子
方
な
ど
役
も
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
２
区
内
で
は
賄
い
き
れ

ず
に
他
地
区
か
ら
の
応
援
も
得
な
が

ら
お
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
春
日
山
」 

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
と
思
わ

れ
、
古
く
か
ら
あ
る
屋
台
の
一
つ
で

あ
る
。
昭
和
二
年
の
震
災
で
は
、
春 

日
山
と
八
幡
山
の
二
台
の
み
が
焼
失

を
免
れ
た
。 

 
 

           

震
災
後
、
昭
和
六
年
に
は
屋
台
を

組
み
立
て
た
が
巡
行
し
な
か
っ
た
。

翌
七
年
に
山
屋
台
三
基
、
芸
屋
台
一

基
が
出
て
、
震
災
以
来
よ
う
や
く
賑

わ
い
が
戻
っ
て
き
た
。
昭
和
八
年
は

社
殿
の
復
旧
が
完
了
し
、
賑
や
か
な

祭
礼
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
昭
和

十
一
年
ま
で
神
輿
を
供
奉
し
た
記
録

が
あ
る
。 

戦
後
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
若

衆
連
中
が
主
体
と
な
っ
て
屋
台
を

繰
り
出
し
た
記
録
が
残
る
。
昭
和

三
十
六
年
の
金
刀
比
羅
神
社
百
五

十
年
祭
で
は
、
奉
祝
行
事
委
員
会

な
ど
か
ら
屋
台
の
出
動
に
補
助
も

出
て
、
賑
や
か
に
巡
行
が
行
わ
れ

た
。（
金
刀
比
羅
神
社
御
鎮
座
二
百

年
記
念
誌
よ
り
） 
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峰
山
三
寺
を
抱
え
る
坂
の
ま
ち 

京丹後市役所 

丹後中央病院 

 

峰
山
町
２
区
は
市
役
所
庁
舎
か

ら
北
西
方
向
へ
約
６００
ｍ
離
れ
た
と

こ
ろ
に
位
置
し
ま
す
。 

府
道
１７
号
網
野
峰
山
線
と
い
う
幹

線
道
路
を
挟
ん
で
東
西
に
開
け
ま

す
。
こ
の
道
路
は
赤
坂
区
へ
抜
け

る
通
称
「
赤
坂
峠
」
に
向
か
っ
て

２
区
地
内
か
ら
徐
々
に
登
り
坂
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
区

内
の
道
路
は
ほ
と
ん
ど
坂
道
に
な

っ
て
お
り
、
風
情
の
あ
る
景
観
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

法
務
局
や
郵
便
局
と
い
っ
た
重

要
な
事
業
所
が
あ
り
、
訪
れ
る
人

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昨
年
度

に
は
、
地
元
の
要
望
に
よ
り
丹
後

海
陸
交
通
の
バ
ス
停
「
峰
山
郵
便

局
前
」
が
新
設
さ
れ
、
よ
り
便
利

に
な
り
ま
し
た
。 

地
区
内
に
は
旧
峰
山
町
の
寺
院

が
集
中
し
て
い
ま
す
。 

全
性
寺
（
ぜ
ん
し
ょ
う
じ
）
、
妙

経
寺
（
み
ょ
う
き
ょ
う
じ
）、
常
立

寺
（
じ
ょ
う
り
ゅ
う
じ
）
の
寺
院

は
手
前
か
ら
順
番
に
並
ん
で
い
る

た
め
に
、
奥
の
二
つ
の
寺
院
は
中

寺
・
奥
寺
と
親
し
み
を
込
め
て
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

安泰山 常立寺 （浄土宗） 法喜山 妙経寺 （日蓮宗） 臥龍山 全性寺 （臨済宗） 

明
治
十
六
年
『
峰
山
町
誌
稿
』
に
何
時

代
に
創
建
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
で

す
が
、
一
時
衰
微
し
て
い
た
の
を
慶
長
元

年
（
一
五
九
六
）
、
天
龍
寺
十
一
代
の
賢

渓
和
尚
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
昔

は
曹
洞
宗
で
『
全
昌
院
』
と
呼
ん
で
い
た
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
学
業
の
神
「
全
性
寺

天
満
宮
」
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

明
治
二
年
「
峯
山
旧
記
」
に
よ
る
と
、

慶
長
の
こ
ろ
（

～

）
僧
日
顕
が
こ

の
地
方
に
日
蓮
宗
を
広
め
に
来
た
と
き
、

杉
谷
の
田
中
陳
左
衛
門
（
弥
左
衛
門
の
誤

記
か
）
が
こ
れ
に
帰
依
し
、
妙
法
の
精
舎

（
日
蓮
宗
の
寺
院
）
を
建
て
た
が
、
三
代

京
極
高
明
の
と
き
、
初
代
高
通
の
室
・
法

喜
院
の
御
法
楽
（
供
養
）
を
勧
め
た
た
め
、

そ
の
法
名
を
山
号
に
い
た
だ
い
て
「
法
喜

山
妙
経
寺
」
と
称
し
、
寺
地
の
年
貢
を
免

除
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

「
峯
山
旧
記
」
に
よ
る
と
、
常
立
寺
は

も
と
真
言
宗
で
「
玉
葉
山
光
明
寺
」
と
い

い
、
後
奈
良
院
の
天
文
二
十
四
年
（

）

に
徳
及
阿
闍
梨
に
よ
っ
て
創
建
さ
ま
し

た
。
初
代
京
極
高
通
が
入
国
し
て
、
そ
の

居
館
を
造
営
す
る
た
め
移
転
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
京
極
家
の
菩
提
所

は
浄
土
宗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
言
宗
か

ら
浄
土
宗
に
転
宗
を
命
じ
た
。
現
在
は
京

都
知
恩
院
の
末
寺
で
す
。 

 

 

例
年
、
地
蔵
盆
・
敬
老
会
・
納
涼
祭

と
を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
趣
向
を
凝
ら
し
て
、
人
気
の
車

両
「
丹
後
赤
松
号
」
に
乗
車
す
る
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

西
舞
鶴
駅
で
下
車
後
、
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
に
乗
り
換
え
て
、
五
老
岳
へ
登
っ

た
り
、「
道
の
駅
」
舞
鶴
と
れ
と
れ
セ

ン
タ
ー
で
新
鮮
な
海
の
幸
を
頂
い
た

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
楽
し
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。 

２
区
は
少
子
高
齢
化
が
他
地
区
よ

り
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
活

動
は
な
お
さ
ら
疎
か 

に
で
き
な
い
と
考
え 

て
い
ま
す
。 

「丹
後
赤
松
号
」で
お
出
か
け 

今
年
度
の
２
区
敬
老
会
は
北
近
畿

タ
ン
ゴ
鉄
道
の
人
気
車
両
に
乗
車 

人気沸騰「赤松号」 五老岳で記念撮影 良い天気でした 

二区の坂道を力を合わせて登る春日山 

豪快に回転させて方向を変えます 

世帯数 34 

人口  78 人 

（平成 25 年 9月 30 日現在） 

未
来
へ
残
そ
う 

屋
台 

 

春 

日 

山 


